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安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

防
ご
う
、
自
転
車
・
バ
イ
ク
盗
難

皆
さ
ん
、自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
、し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い
ま
す
か
。自
宅
や
駐
車
場
に
駐
車
し
て

い
れ
ば
、盗
ま
れ
な
い
と
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
。過
去
５
年
間
の
奈
良
県
全
体
の
主
要
犯
罪
発
生
状
況
を

み
て
も
、自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難
被
害
件
数
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。毎
日
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
た
め
に
も
、一
人
一
人
の
対
策
が
必
要
で
す
。

奈良県

（奈良県） （大和高田市）

犯罪発生状況　平成21年～平成25年

大和高田市の主要犯罪発生状況　平成21年～平成25年
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チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
は
、と
て
も
有
効
で
す
。

大
切
な
愛
車
を
盗
ま
れ
な
い
た
め
に
も
、２

重
に
ロ
ッ
ク
を
か
け
る「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」を
、

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
自
宅
の
自
転
車
は
、安
全
で
す
か
？

家
の
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
、駐
車
場
、駐

輪
場
に
扉
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
が
な
く
、簡
単

に
人
が
出
入
り
で
き
る
場
合
は
、特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、こ
の
自
転
車
と
オ
ー
ト
バ
イ
。

自
転
車
は
、前
後
２
か
所
に
鍵
を
し
て
い

ま
す
。オ
ー
ト
バ
イ
は
、ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を

し
て
い
ま
す
。

所
有
者
は
、鍵
を
し
て
い
る
の
で
、安
心

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、鍵
を
か
け
た

ま
ま
、自
転
車
ご
と
台
車
な
ど
に
乗
せ
ら

れ
、盗
ま
れ
る
事
例
が
多
い
の
で
す
。

盗
ま
れ
な
い
た
め
の
対
策

柱
な
ど
に
、自
転
車
を
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク

で
、固
定
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ト
バ
イ
も
、タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
し
て
、

同
じ
く
、柱
な
ど
に
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
で
固

定
し
ま
し
ょ
う
。

で
し
た
。２
割
程
度
の
オ
ー
ト
バ
イ
は
、鍵

を
つ
け
た
ま
ま
で
し
た
。

車
上
荒
ら
し
は
、店
舗
・
集
合
住
宅
・
戸
建

住
宅
・
有
料
駐
車
場
な
ど
、駐
車
場
の
種
別

に
か
か
わ
ら
ず
、ほ
ぼ
同
率
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

平
成
26
年
４
月
末
現
在
の
、大
和
高
田

市
内
で
の
主
要
犯
罪
発
生
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。平
成
25
年
４
月
末
と
比
べ
て
、

発
生
総
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、依
然

と
し
て
、「
車
上
・
部
品
ね
ら
い
」と
、「
オ
ー

ト
バ
イ
・
自
転
車
の
盗
難
」が
多
い
状
況
で

す
。自

転
車
な
ど
の
盗
難
被
害
の
う
ち
、住

宅
内
で
の
盗
難
が
、約
半
数
を
占
め
て
い
ま

す
。ま
た
、住
宅
内
で
被
害
に
あ
っ
た
自
転

車
の
半
数
以
上
が
、鍵
を
か
け
て
い
ま
せ
ん

駐車場・
駐輪場 3%

店舗等
24%

駅 5% その他 1%

住宅 67%

オートバイ盗 発生場所

住宅 45%
店舗等
37%

駐車場・
駐輪場 2%

駅
15%

その他 1%

自転車盗 発生場所

スーパー
16%

飲食店
27%

パチンコ店
8%

コンビニ
6%

その他 43%

車上荒らし 被害店舗別状況

自転車・オートバイ盗難の特徴（奈良県）車上荒らし被害店舗別状況

大
切
な
も
の
を
盗
ま
れ
な
い
た
め
に

平成26年犯罪発生状況（４月末現在）

（件）（表 1）

発生
総数

傷害・
暴行

住宅対
象侵入
窃盗

事業所等
対象侵入

窃盗

自動
車盗

ひった
くり

車上・
部品

ねらい

オートバイ・
自転車盗

特殊
詐欺

平成25年
1月〜4月 264 24 4 7 3 4 47 79 3 

平成26年
1月〜4月 251 11 6 4 1 2 45 71 2
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窃
盗
犯
の
心
理
と
し
て
、「
防
犯
ネ
ッ
ト
」

を
取
り
付
け
て
い
る
自
転
車
を
、無
理
に
狙

わ
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

は
空
っ
ぽ
に

○
防
犯
設
備
の
設
置

・
窓
・
出
入
口
の
二
重
ロ
ッ
ク
、防
犯
ガ

ラ
ス
の
導
入

・
車
庫
、敷
地
出
入
口
へ
の
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
、ア
ラ
ー
ム
の
設
置

◆
自
転
車
の
前
か
ご
に
、ご
用
心

自
転
車
の
前
か
ご
に
、カ
バ
ン
な
ど
を

積
ん
で
、運
転
し
て
い
ま
せ
ん
か
。無
防

備
に
、大
事
な
も
の
を
積
ん
だ
ま
ま
に
し

て
い
る
と
、ひ
っ
た
く
り
に
あ
う
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。特
に
高
齢
者
は
、そ
の
際

に
、転
倒
す
る
可
能
性
も
あ
り
、盗
ま
れ

た
だ
け
で
な
く
、身
体
に
危
害
を
与
え

ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。「
防
犯

ネ
ッ
ト
」な
ど
を
活
用
し
、未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

◆
自
宅
の
鍵
は
、か
か
っ
て
い
ま
す

か
？

住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
の
約
４
割
は
、無

施
錠
の
窓
、出
入
口
か
ら
の
侵
入
で
す
。窃

盗
犯
は
、鍵
の
か
か
っ
て
い
な
い
家
を
狙
っ

て
い
ま
す
。自
宅
の
出
入
口
や
窓
に
は
必
ず

鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。夏
場
の
暑
い
日
は
、

窓
を
開
け
て
風
を
通
す
こ
と
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。就
寝
前
は
施
錠
を
確
認
し
、

十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

サ
ッ
シ
に
取
り
付
け
る「
ド
ア
ロ
ッ
ク
」も

有
効
で
す
。た
だ
し
、こ
れ
は
犯
行
の
時
間

を
遅
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、侵
入
を

防
ぐ
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
窃
盗
被
害
防
止
対
策

○
鍵
か
け
の
励
行

・
自
転
車
の
鍵
か
け
、オ
ー
ト
バ
イ
の
ハ
ン

ド
ル
ロ
ッ
ク
の
励
行

・
自
動
車
の
駐
車
時
は
、鍵
を
か
け
、車
内

表
１
の
平
成
26
年
犯
罪
発
生
状
況
の
数

値
は
、わ
ず
か
４
か
月
で
発
生
し
た
総
数
で

す
。犯
罪
発
生
件
数
全
体
と
し
て
は
、減
少

傾
向
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、減
少
率
が
鈍

化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

防
犯
対
策
ひ
と
つ
で
、発
生
件
数
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切
な
も
の
を
失
わ

な
い
た
め
に
、日
ご
ろ
か
ら
防
犯
に
心
が
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、ご
近
所
同
士
の
あ

い
さ
つ
、声
か
け
を
市
内
全
域
に
広
め
、犯

罪
の
な
い
、安
心
で
き
る
大
和
高
田
市
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

〔
生
活
安
全
課　

内
線
３
２
１
〕

▲前かごに「防犯ネット」
　などを取り付けていな
　いと…

▲「防犯ネット」を取り付
　けていると…

▲ひったくりにあいますよ！

▲おっと、防ぐことができました。

▲4月14日、ＪＲ高田駅での自転車防犯安全指導
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特
殊
詐
欺
の
手
口
と
対
策

平
成
25
年
の
奈
良
県
特
殊
詐
欺
被
害
件
数
は
、25
件（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
２
件
、架
空
請
求
詐
欺
４
件
、儲
け

話
に
よ
る
詐
欺
19
件
）で
し
た
。被
害
総
額
は
、約
９
、２
０
０
万
円
で
す
。

悪
質
な
業
者
は
、言
葉
巧
み
に
誘
導
し
、お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
場

合
も
、冷
静
に
対

処
し
ま
し
ょ
う
。

留
守
番
電
話
に

し
て
お
く
の
も

有
効
で
す
。

ま
た
、自
分
だ

け
で
判
断
し
な
い

で
、不
審
に
思
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、

警
察
・
家
族
・
友

人
や
、消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

対 

策

こ
ん
な
詐
欺
の
手
口
に
は
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
！

高
田
警
察
署

☎
22
・
０
１
１
０

大
和
高
田
市
消
費

　
　

生
活
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
１
１
０
１

（
内
線
２
７
４
）

・「
風
邪
を
ひ
い
た
」「
電
話
番
号
が
変
わ
っ

た
」
な
ど
、
息
子
の
フ
リ
を
し
て
電
話
を

し
て
く
る
。

・
会
社
の
金
を
使
い
込
ん
だ
、
女
性
を
妊
娠

さ
せ
た
な
ど
と
理
由
を
付
け
て
、
お
金
を

振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
。

◯
ポ
イ
ン
ト

例
え
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ

た
」
と
言
わ
れ
て
も
、
一
度
電

話
を
切
っ
て
、
自
分
が
登
録
し

て
い
る
番
号
に
、
か
け
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

《
オ
レ
オ
レ
詐
欺
》

・「
医
療
費
等
の
返
還
金
が
あ
る
」
と
言
っ

て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
に

誘
導
す
る
。

・
月
日
や
時
間
を
（
返
還
期
限
が
今
日
ま
で

な
ど
）
切
っ
て
、
あ
せ
ら
せ
る
。

◯
ポ
イ
ン
ト

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
を
受
け
取

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

《
還
付
金
等
詐
欺
》

・
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
で
、
身

に
覚
え
の
な
い
請
求
を
行

い
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ

よ
う
と
す
る
。

《
架
空
請
求
詐
欺
》

・
チ
ラ
シ
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
で
融
資
を
勧
誘

し
、
申
し
込
ん
だ
相
手
に

「
保
証
金
が
必
要
」
と
言

葉
巧
み
に
お
金
を
振
り
込

ま
せ
よ
う
と
す
る
。

・
利
益
が
得
ら
れ
る
、
元
金

保
証
と
嘘
を
つ
き
社
債
や

未
公
開
株
、
架
空
会
社
の

社
債
、
水
源
地
の
利
権
、

金
山
採
掘
の
権
利
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
会
社
の

株
な
ど
の
「
購
入
権
利
は

あ
な
た
に
し
か
な
い
」
な

ど
と
勧
誘
し
現
金
を
振
り

込
ま
せ
る
。

《
融
資
保
証
金
詐
欺
》

《
儲
け
話
に
よ
る
詐
欺
》

消
費
者
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展

5
月
26
日
㈪
か
ら
30
日
㈮
の
期
間
、市
役
所
1

階
ロ
ビ
ー
で
、「
消
費
者
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展
」を

開
催
し
ま
し
た
。

特
に
高
齢
者
に
対
し
、消
費
生
活
相
談
員
が「
振

り
込
め
詐
欺
」に
注
意
な
ど
呼
び
か
け
、啓
発
グ
ッ

ズ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
員
の「
出
前
講
座
」

大
和
高
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る「
出
前
講
座
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
や
高
齢
者
学
級
な
ど
で
、消
費
者

問
題
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、市
役
所
広
報
情
報
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
広
報
情
報
課　

内
線
２
９
１
〕
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平
成
26
年
５
月
臨
時
市
議
会
は
、
５
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
の
構
成
を
決
め
る
と
と
も
に
、
人
事
案
件
１
件
を
同
意
、
専
決
処
分
の
報
告
１
件
を
承
認
、

条
例
案
件
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
市
議
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 ５月臨時市議会

市議会構成が
決まりました

総
務
財
政
委
員
会

委
員
長　
　

泉
尾
安
廣

副
委
員
長　
　

向
川
征
秀

委　
　

員　
　

西
村
元
秀

砂
原
弘
治

島
田
保
継

戸
谷
隆
史

民
生
文
教
委
員
会

委
員
長　
　

藤
田
精
子

副
委
員
長　
　

沢
田
洋
子

委　
　

員　
　

萬
津
力
則

奥
本
英
子

西
川
繁
和

仲
本
清
治

環
境
建
設
委
員
会

委
員
長　
　

仲
本
博
文

副
委
員
長　
　

平
郡
正
啓

委　
　

員　
　

堂
本
正
信

森
村
和
男

朝
井
啓
祐

中
谷
修
一

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　

萬
津
力
則

副
委
員
長　
　

奥
本
英
子

委　
　

員　
　

西
村
元
秀

砂
原
弘
治

沢
田
洋
子

島
田
保
継

戸
谷
隆
史

森
村
和
男

公
共
施
設
整
備
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

森
村
和
男

副
委
員
長　
　

砂
原
弘
治

委　
　

員　
　

西
村
元
秀

仲
本
博
文

平
郡
正
啓

向
川
征
秀

朝
井
啓
祐

中
谷
修
一

葛
城
清
掃
事
務
組
合

議
会
議
員

委　
　

員　
　

平
郡
正
啓

島
田
保
継

西
川
繁
和

仲
本
清
治

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員

委　
　

員　
　

向
川
征
秀

西
川
繁
和

議　
　

長　
　
　

西
川　

繁
和

副
議
長　
　
　

仲
本　

清
治

監
査
委
員　
　
　

島
田　

保
継
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青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
強
調
月
間

市
民
の
非
行
防
止
意
識
の
高
揚
、青
少

年
の
非
行
防
止
、青
少
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
浄
化
を
目
標
と
し
、青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
る
運
動
期
間
で
す
。

▽
期
間　

７
月
１
日
㈫
～
８
月
31
日
㈰

▽
実
施
機
関　

大
和
高
田
市・
市
教
育
委

員
会・高
田
警
察
署

〔
青
少
年
セ
ン
タ
ー　

☎
23・１
３
２
２
〕

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

毎
年
、７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
」で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
は
す
べ

て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
で
す
。

・
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
ま
し
ょ
う

・
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社

会
で
支
え
ま
し
ょ
う

・
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、地
域
社
会
で

理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

〔
社
会
福
祉
課　

内
線
５
３
４
〕

平
成
26
年
度
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、大
和
高
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
で
特
選
、総
務
大
臣
賞

を
授
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
、内
容
の
充
実
に
努
め
、わ
か
り

や
す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

〔
広
報
情
報
課　

内
線
２
７
３
〕

第28回交換学生

姉妹都市リズモー市への派遣学生が決定

５
月
25
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
選
考
試
験
の
結
果
、派
遣
学
生

５
名
が
決
定
し
ま
し
た
。派
遣
学
生
は
、７
月
25
日
に
日
本
を
出

発
、約
２
週
間
を
リ
ズ
モ
ー
市
で
過
ご
し
、８
月
８
日
に
帰
国
し

ま
す
。な
お
、引
率
者
と
し
て
、市
立
高
田
商
業
高
校
の
小
川
実

加
教
諭
が
同
行
し
ま
す
。

和
田　

彩
里
さ
ん

平
林　

愛
海
さ
ん

若
林　

芽
衣
さ
ん

宮
脇　

正
嗣
さ
ん

伊
山　

紗
矢
さ
ん

小
川　

実
加　

教
諭

〔
大
和
高
田
市
・リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会
事
務
局　

内
線
２
９
１
〕

総
務
大
臣
賞

授

賞

大
和
高
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市ホームページでは、バナー広告を募集しています。詳しくは広報情報課（内線 291）までお問い合わせ、または、
市ホームページ（http://www.city.yamatotakada.nara.jp/）の広告募集欄をご覧ください。6



アンドリューさん滞在記
リズモー市派遣職員のアンドリュー・ウェアーさんが、４月１日に大和高田市長から辞令を受け、
５月15日まで広報情報課で勤務しました。
アンドリューさんは、リズモー市では上級建築防火検査官として、建物の防火設備の設置や指導を

しています。滞在中は、日本とオーストラリアの、建物の防火に対する考え方について学びました。ま
た、姉妹都市交流のひとつとして、リズモー市を紹介する講演会を行いました。

アンドリューさんからのお礼状
I visited Yamato Takada to participate in the Staff Exchange Program as part of the Sister City 50th Anniversary celebrations

I first visited the City of Yamato Takada in 2006 with my son Thomas as part of the Student Exchange Program between the City of Yamato 
Takada and Lismore City Council and wespent approximately 10 days in the City.

Our brief stay in your City was a wonderful experience for both Thomas and myself.
Since this time it was my dream to come and visit Yamato Takada as part of the Staff Exchange Program.

In undertaking the exchange program I had hoped to be able to obtain a better understanding of Japanese Building Regulations and how 
they impact upon various building practices, in particular “shop top housing”.

During my stay I was fortunate enough to be able to visit the Building and Planning Officials in the Nara Prefecture Office.
The meeting held with these officials discussed the planning requirements and building codes that are used in Nara Prefecture.
I was very interested in the methods used in changing a former high school into administrative offices. We call this "adaptive reuse of a 
building", and this is now becoming more popular as the costs of demolishing and constructing a new structure are ever increasing and read 
active reuse is a cheaper solution.
The inspection of the building provided me with some good practical ideas that I believe I will be able to utilise in my assessments of buildings 
in Lismore and I hope to include in my Policy for Shop Top Housing.
As a result of this meeting I will also be writing to our Building Codes Board with suggestions for changes to some of our requirements based 
upon what I was able to learn from the visit.

I was also fortunate to be given the opportunity to visit the Takada Fire Station and meet with the Fire Marshal and other Fire Officers. I 
witnessed the procedures undertaken at the changeover of a shift as well as a monthly inspection of the officers present.
The meeting with the Fire Safety Officers was very informative and gave me an insight into the operations of the Takada Fire Brigade and the 
role the Brigade undertakes in improving the level of fire safety for occupants of buildings.
From this meeting I was able to gather some good information and ideas on improving fire safety in buildings, which I hope to incorporate 
into Lismore Council's Fire Safety Upgrade Program.

One interesting thing I did discover was that the role I have in Lismore City Council as a “Senior Building and Fire Safety Officer”, does not exist 
in Japan.
This role is divided between the Building Officials at Prefecture level and the Fire Brigade as my role is covered by two different pieces of 
legislation, the Building Standard Law of Japan and the Fire Services Regulations.

My stay in Yamato Takada for 49 days was a wonderful experience for me.
I developed a greater appreciation for Japanese culture and food （especially food） participated in many social activities and working in the 
City Office gave me a better understanding of Japanese regulations and government policies.

My experiences in working and staying in Yamato Takada, as part of the Sister City Staff Exchange Program has been very enjoyable and has 
increased my knowledge and love for Japanese culture.
I could not have had such a great experience without the very generous support of Officers of the City Council, my host family, members 
of the sister city association and the many other wonderful people I met and became friends with and my heartfelt thanks goes out to all of 
these people.

Andrew Weir

市長から辞令を受ける 大和高田・リズモー都市友好協会の
総会で、講演

リズモー市長滞在中は、カメラマン
として行事に同行

7



昨年のリズモー市職員のキャメロン・スミスさんに続き、２人目の派遣職員のアンドリュー・ウェアーさん。昔から

日本のアニメや特撮などが好きで、もっと日本の文化を知り、交流を深めたいと話していました。

今回、一部ですが、市民との交流ができる機会があったことは、姉妹都市交流の新しい試みでした。アンド

リューさんだけに限らず、リズモー市より職員の派遣があったときは、市民と交流できる機会を増やし、国際交流

を深めていきたいと考えます。

私は、姉妹都市 50 周年記念の一環で、交換職員として大和高田市を訪れました。

初めて大和高田市を訪れたのは、2006 年のことで、大和高田市とリズモー市間で行われている交換学生制度に参加した息子の
トーマスの付き添いとして、10 日間程滞在しました。息子のトーマスにとっても、私にとってもこの滞在は素晴らしい経験とな
りました。この時から、市の交換職員としてもう一度大和高田市を訪れることが、私の夢となりました。

職員交換制度の一環として、日本における建築規制について知識を深めたいと考え、特に２階建て建築の１階部分が店舗、２
階部分が住宅スペースになっている建物に対する様々な規制を、どのように設けているかを学びたいと考えていました。

滞在中、幸運なことに、県郡山土木事務所を訪れる機会に恵まれました。
職員の方々から奈良県下で求められている計画や建築基準について、お話しをうかがいました。非常に興味深かったのは、高

校だった建物を県の施設として利用していることです。オーストラリアでもこのような事例を「建物の有効利用」と呼び、取り
壊し新たに建設することを考えると、はるかに費用を抑えることができるため、近年増えてきている取組みです。

建築物への検査項目や内容は、リズモーでの建築査定において実際に参考にできる内容で、２階部分店舗型住宅の指針を作る
際に盛り込めればと考えています。

また、高田消防署を訪れ、署長や職員の方々とお会いすることがかなったのも、幸運なことでした。人員確認、機材点検を含
む任務の交代を行う大交代や、月に一度の制服点検に立ち会う機会を得ました。消防職員の方々からうかがった高田消防署の担っ
ている役割や、建築物に対して消防が担う防火責任の知識は、とても勉強になるものでした。この機会に学んだ知識は、建物内
における火災時の安全を考える上でとても重要であり、リズモー市役所でも、火災時の安全水準を引き上げるために参考にでき
ればと考えています。

そして、リズモー市での私の職務「上級建築防火検査官」は、日本には存在しないことも興味深いことでした。この職務は、
土木事務所と消防の二つの組織にまたがり、建築基準法と消防法という異なる二つの法律のどちらにも関わるためです。

大和高田市に滞在した 49 日間は、本当に素晴らしい経験でした。市役所に勤務し、多くの地域の行事に参加できたことで、日
本における規制や行政の政策をより理解することができ、これまで以上に日本の文化や食事（特に食事）に感銘を受けました。

姉妹都市交換職員制度として大和高田市に滞在させていただいた経験は、とても有意義であり、日本文化への理解を深め、愛
する心を育ててくれました。市役所職員、私を受け入れてくださったホストファミリー、姉妹都市協会の会員の人たち、そして
私が出会った全ての素敵な人たちの厚いサポートなくしては得られない素晴らしい経験でした。全ての人たちへ心からの感謝を
申しあげます。

アンドリュー・ウェアー

▲4月28日 県郡山土木事務所を訪問▲5月2日 高田消防署見学
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～
『
脱
水
』に
、注
意
し
ま
し
ょ
う
～

◎
高
齢
者
は
、脱
水
症
に
な
り
や
す
い

人
間
の
体
の
中
で
、水
分
は
何
％
を
占
め
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
。実
は
、60
％
が「
体
液
」と
呼
ば
れ
る
水
分
な
の
で
す
。水
分

は
、体
温
を
調
整
し
た
り
、栄
養
素
や
酸
素
を
運
ん
だ
り
、老
廃

物
を
排
泄
す
る
な
ど
、生
命
を
維
持
す
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。と
こ
ろ
が
高
齢
者
の
場
合
は
、50
％
と
水
分
を
貯
め
こ

む
力
が
弱
く
、脱
水
状
態
に
陥
り
や
す
い
の
で
、注
意
が
必
要
で

す
。

◎
脱
水
症
が
、体
に
悪
い
理
由

体
か
ら
水
分
が
失
わ
れ
る
と
、血
液
量
が
減
り
、血
圧
が
低
下

し
ま
す
。す
る
と
、次
の
よ
う
な
症
状
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

・
集
中
力
の
低
下
・
め
ま
い
・
頭
痛
・
倦
怠
感
・
食
欲
不
振
・
吐
き

気
・
便
秘

・
せ
ん
妄
や
幻
覚
な
ど
の
意
識
障
が
い（
認
知
症
症
状
の
悪
化
）

・
必
要
な
栄
養
素
を
配
る
能
力
や
、不
要
な
老
廃
物
を
排
泄
す

る
能
力
が
低
下
す
る

・
足
が
つ
る
、し
び
れ
や
脱
力
が
起
こ
る

・
血
液
が
濃
く
な
り
、脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
る

『
病
診
連
携
の
会
』の
歩
み

～
10
年
を
振
り
返
っ
て
～

『
病
診
連
携
の
会
』は
、当
院
の

ス
タ
ッ
フ
と
開
業
医
の
先
生
た
ち

が
協
力
し
て
、年
三
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

こ
の
会
は
、平
成
16
年
に
、医
師

会
の
有
志
の
先
生
た
ち
が
集
ま

り
、発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的

は
、医
師
会
の
先
生
た
ち
と
市
立

病
院
勤
務
の
医
師
が
顔
と
顔
を
合

わ
せ
て
、紹
介
の
あ
っ
た
患
者
を
ど

の
よ
う
に
診
断
治
療
し
、ど
の
よ

う
な
結
果
を
迎
え
た
か
を
情
報
交

換
し
、検
討
す
る
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、市
立
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
と
開
業
医
の
先
生
た
ち
が
、10

年
間
に
わ
た
っ
て
患
者
さ
ん
を
中

心
に
し
た『
病
診
連
携
の
会
』で
、

地
域
の
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
３
月
22
日
に
は
、10
周
年

の
記
念
大
会
と
な
る『
第
30
回
病

診
連
携
の
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
10
年
の
間
に
は
、「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
討
会
」や「
医

療
機
関
の
防
災
対
策
の
検
討
会
」

な
ど
の
取
組
も
あ
り
、内
容
に
応

じ
て
、行
政
サ
イ
ド
か
ら
関
係
部

局
の
職
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
本
来
の
趣
旨
か
ら
少
し
外

れ
た
よ
う
な
、講
義
的
な
症
例
発

表
の
よ
う
な
内
容
も
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、毎
回
多
く
の

先
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
、活
発
に
意

見
を
交
換
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

現
在
、奈
良
県
で
は
数
多
く
の

病
診
連
携
の
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
、こ
の
会
は
、ま

さ
に
県
内
で
は
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な

存
在
で
あ
る
と
、改
め
て
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
る
感
慨
深
い
記
念

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
大
会
の
当
日
は
、奈
良
県

立
医
科
大
学
第
３
内
科
教
授
の
福

井
博
先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

特
別
講
演
の
内
容
は
、「
肝
癌
撲

滅
を
め
ざ
す
病
診
連
携
」と
い
う

内
容
で
、記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し

く
、充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
お
こ
な
っ
て
い
る

『
病
診
連
携
の
会
』は
、今
後
、医

師
会
の
先
生
た
ち
だ
け
で
な
く
、

中
和
地
域
の
歯
科
医
師・衛
生
士
、

在
宅
医
療
の
関
係
者
や
訪
問
看
護

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
、多
く
の

職
種
の
人
た
ち
と
も
連
携
し
て
い

く
予
定
で
す
。在
宅
医
療
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
み
、こ

の
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

患
者
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療

に
お
け
る
連
携
の
輪
が
、さ
ら
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

〔
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長（
副
院
長
）

岡
村
隆
仁
〕

9



「
先
生
、小
学
校
の
６
年
の
み
ん

な
で
集
ま
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、来
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」と
、

12
年
前
に
小
学
校
を
卒
業
し
た
教

え
子
か
ら
、連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、思
っ
た
以
上
に
た
く

さ
ん
の
教
え
子
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。小
学
校
時
代
か
ら
の
面
影

を
残
し
て
い
る
教
え
子
。並
ん
だ

ら
見
上
げ
る
ほ
ど
成
長
し
た
教
え

子
。「
う
ち
の
子
ど
も
や
ね
ん
」と

小
さ
な
子
ど
も
の
手
を
ひ
く
母
に

な
っ
た
教
え
子
。立
派
に
な
っ
た

教
え
子
た
ち
の
姿
に
、笑
み
が
こ

ぼ
れ
、同
時
に
12
年
の
歳
月
を
感

じ
ま
し
た
。

修
学
旅
行
や
運
動
会
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。そ
し
て
、不
景

気
で
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
っ
た
け

れ
ど
、自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を

見
つ
け
て
充
実
し
て
い
る
な
ど

を
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
と
こ
ろ
で
、み
ん
な
、大
和
高

田
市
の
広
報
っ
て
読
ん
で
る
？
人

権
シ
リ
ー
ズ
っ
て
読
ん
で
る
？
」

と
聞
い
て
み
る
と
、「
知
ら
ん
、広

報
は
い
つ
来
る
の
」、「
来
て
る
け

ど
、読
ま
へ
ん
わ
」、「
家
の
人
が
読

ん
で
る
か
な
ぁ
」と
返
っ
て
き
ま

し
た
。こ
の
人
権
シ
リ
ー
ズ
を
書

い
て
い
る
立
場
か
ら
、少
し
寂
し

く
な
っ
た
の
で
す
が
、そ
ん
な
時
、

「
広
報
を
読
ん
で
る
よ
、イ
ベ
ン
ト

の
情
報
が
の
っ
て
る
し
、子
ど
も

が
生
ま
れ
て
か
ら
読
む
よ
う
に

な
っ
て
ん
」と
母
親
と
な
っ
た
教

え
子
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

帰
り
道
、教
え
子
た
ち
と
の
会

話
を
思
い
出
し
な
が
ら
、『
人
権
は

空
気
や
』と
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

『
人
権
は
空
気
や
水
の
よ
う
に
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
だ
け
れ

ど
、存
在
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ

て
い
る
か
ら
空
気
や
水
の
よ
う
に

意
識
し
な
い
の
か
』と
思
い
ま
し

た
。だ
け
ど
、人
び
と
が
生
き
て
い

く
社
会
で
は
何
も
し
な
け
れ
ば
、

す
ん
だ
空
気
は
よ
ご
れ
、さ
わ
や

か
な
水
が
に
ご
る
よ
う
に
、人
権

も
そ
の
ま
ま
で
は
守
っ
て
い
け
な

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

教
え
子
た
ち
に
子
ど
も
が
生
ま

れ
、父
や
母
と
な
る
日
が
き
て
も
、

大
和
高
田
市
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
誰
も
が
尊
敬
さ
れ
る
社
会
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
、多
く
の
人
た

ち
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

え
る
こ
の「
人
権
シ
リ
ー
ズ
」を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
帰
り
道 136

脱
水
症
は
、重
篤
に
な
る
と
、命
を
落
と
す
危
険
性
も
あ
り
ま

す
。

◎『
脱
水
』を
、簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
方
法

①
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
、体
が
だ
る
い

②
微
熱
が
出
る

③
わ
き
の
下
が
乾
い
て
い
る

④
口
の
中
や
唇
が
乾
燥
し
て
い
る

⑤
腕
の
皮
膚
を
持
ち
上
げ
て
離
し
た
と
き
、シ
ワ
が
で
き
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る

◎『
脱
水
』の
予
防
方
法

脱
水
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、１
日
に
１
５
０
０
ml
以
上
の
水

分
を
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、暑
い
時
期・
発
熱

時・
下
痢
な
ど
普
段
よ
り
も
水
分
の
排
泄
量
が
多
い
と
き
は
、適

度
な
糖
分
と
塩
分
を
含
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
を
飲
む
と
、水

分
が
吸
収
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
水
分
制
限
が
あ
る
人
は
、主
治
医
と
よ
く
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、水
分
摂
取
量
ア
ッ
プ
！

一
度
に
１
５
０
０
ml
飲
む
の
は
大
変
で
す
が
、

・
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

・
起
床
後
や
就
寝
前
に
ま
ず
１
杯
の
水
を
飲
む

・
ゼ
リ
ー
や
寒
天
の
よ
う
な
水
分
量
の
多
い
お
や
つ
を
取
り

入
れ
る

な
ど
、工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

水
分
を
う
ま
く
と
っ
て
、こ
の
夏
を
元
気
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。

地
域
包
括
支
援
課
〔
内
線
５
８
８
〕
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が
、商
品
は
売
れ
ず
、人
も
勧
誘
で

き
ず
損
を
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
。簡
単
に
も
う
か
る
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。契
約

し
て
も
20
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
き
ま
す
。ま
た
、ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
の
経
過
後
も
、入
会

後
１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ

と
、商
品
の
引
渡
し
を
受
け
て
か

ら
90
日
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と

な
ど
、一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば

中
途
解
約
が
で
き
ま
す
。

〈
キ
ャッ
チ
セ
ー
ル
ス
〉

「
肌
の
無
料
診
断
を
し
て
あ
げ

る
」と
街
で
声
を
か
け
ら
れ
エ
ス
テ

に
行
っ
た
。肌
が
き
れ
い
に
な
る
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
買
わ
さ
れ
た
が
効

果
が
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
や
無
料
体

験
を
装
っ
て
近
く
の
店
に
連
れ
込

み
、長
時
間
勧
誘
し
高
額
な
契
約

を
迫
る
手
口
で
す
。見
知
ら
ぬ
人

に
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
要
注
意
で

す
。契
約
し
て
も
８
日
間
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。ま
た
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
い
て
も
、「
い
ら
な
い
」と
断
っ

て
い
る
の
に
監
禁
さ
れ
、仕
方
な

く
契
約
し
た
場
合
な
ど
は
解
約
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
〉

Ｃ
Ｄ
を
買
っ
た
ら
、無
料
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
進
呈
す
る
と
い
う
応
募

用
紙
が
入
っ
て
い
た
の
で
応
募
し

た
。数
日
後
、「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡

し
し
ま
す
」と
電
話
が
あ
り
、事
務

所
に
出
向
く
と
、宝
石
を
長
時
間

大
和
高
田
語
り
べ
：

上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　
上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。

自
身
が
見
て
き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章
に

書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。

昭
和
７
年
川
替
え
工
事
に
着
手
し
た
の
は
、町
長
吉
川
善
太
郎
氏
で
、町
会
議
員
は
左
記
の
諸
氏
で
す
。

松
田
正
夫
・
植
田
周
一
・
岡
田
富
太
郎
・
中
川
熊
冶
郎
・
吉
川
善
一
・
米
田
常
次
郎
・
吉
田
芳
太

郎
・
松
村
安
蔵
・
田
中
楢
治
郎
・
松
島
栄
太
郎
・
寺
川
保
吉
・
堀
田
平
三
郎
・
平
井
政
太
郎
・
平
尾

正
一
・
安
川
新
平
・
米
田
栄
一
・
竹
内
康
隆
・
長
田
栄
太
郎
・
吉
村
順
次
・
吉
川
善
之
助
・
山
口
音

治
郎
・
横
田
慶
蔵
・
松
本
啓
太
郎
・
中
川
八
太
郎

以
上
の
24
氏
で
す

※
右
の
議
員
さ
ん
は
、水
道
敷
設
事
業
の
議
決
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
市
会
議
員（
昭
和
22
年
４
月
選
出
）

北
川
庄
太
郎
・
北
川
朝
冶
郎
・
籐
栄
繁
蔵
・
吉
村
八
千
代
・
豊
田
菊
造
・
吉
川
万
治
・
菱
田
奈
良

吉
・
宮
内
芳
雄
・
辰
巳　

昇
・
吉
川
利
治
・
吉
田
芳
太
郎
・
石
田
善
次
・
吉
田
義
一
・
植
田
由
太

郎
・
勝
谷
好
一
・
志
野
為
治
・
水
井
庄
太
郎
・
万
津
壱
力
・
大
嶋
賢
蔵
・
上
田
岩
太
郎
・
宮
本
善
三

郎
・
辻
井
音
一
郎
・
民
谷
勝
亮
・
木
村
清
蔵
・
林
金
太
郎
・
松
井
一
吉
・
中
西
林
太
郎
・
片
上
良

蔵
・
中
西
成
一
・
山
口
芳
一

以
上
の
30
名
で
す
。

※
当
時
の
市
長

堀
内
為
吉（
昭
和
23
年
１
月
～
同
６
月
）

名
倉
仙
蔵（
昭
和
23
年
７
月
～
27
年
５
月
）昭
和
31
年
か
ら
再
度
就
任

以
上
の
諸
氏
が
、中
央
道
路
建
設
に
関
与
、随
分
と
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
で
す
。

「
旧
高
田
川
の
今
昔
」は
、今
号
で
終
了
し
ま
す
。

気づけばあなた
もターゲット
～若者に迫る悪質商法～

悪
質
商
法
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
若
者
が
、後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。社
会
経
験
の
浅
い

若
者
は
、契
約
の
正
し
い
知
識
を
持

た
ず
契
約
し
て
し
ま
う
場
合
が
多

く
、悪
質
業
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

り
や
す
い
の
で
す
。20
歳
を
過
ぎ
れ

ば
、自
分
の
行
っ
た
契
約
に
は
責
任

が
求
め
ら
れ
ま
す
。悪
質
商
法
や

契
約
に
つ
い
て
学
び
、消
費
者
被
害

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
マ
ル
チ
商
法
〉

会
社
の
先
輩
に
誘
わ
れ
投
資
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。販
売
組
織

に
会
員
登
録
す
れ
ば
高
額
な
投
資

ソ
フ
ト
を
安
く
買
え
る
し
、友
人
に

紹
介
す
れ
ば
紹
介
料
が
も
ら
え
る

と
勧
誘
さ
れ
た
。

「
い
い
仕
事
が
あ
る
」「
も
う
か

る
」と
言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
、販
売

組
織
に
加
入
さ
せ
、ま
た
別
の
人

を
勧
誘
し
、連
鎖
的
に
販
売
組
織

を
拡
大
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

取
引
を
す
る
マ
ル
チ
商
法
で
す
。

利
益
の
部
分
だ
け
を
強
調
す
る

● 市消費生活センター ▽相談日時　月〜金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

▲前号で紹介した
　「梅田雲濱碑」と「好仁橋碑」

11



勧
め
ら
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

本
来
の
販
売
目
的
を
隠
し
て
誘

い
出
し
、高
額
な
商
品
の
契
約
を

迫
る
手
口
で
す
。知
ら
な
い
人
か

ら
甘
い
言
葉
で
誘
わ
れ
て
も
、簡

単
に
出
か
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

契
約
し
て
も
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。ま
た
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い

て
も
、「
も
う
遅
い
か
ら
帰
り
た

い
」と
断
っ
て
い
る
の
に
長
時
間

勧
誘
さ
れ
、仕
方
な
く
契
約
し
た

場
合
な
ど
は
解
約
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

〈
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
〉

携
帯
電
話
で
無
料
の
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
に
接
続
し
、「
年
齢
確
認
ボ
タ

ン
」を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、い
き
な
り

羊
の
原
毛
か
ら
作
る
フ
ェ
ル
ト
小
物

は
、縫
い
目
の
な
い
な
め
ら
か
な
形
が
特

徴
の
ひ
と
つ
で
す
。こ
の
本
で
は
、色
鮮
や

か
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
小
物

を
作
り
方
付

き
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

櫻
木
す
ず
な
著
／
ア
ッ
プ
オ
ン

『
す
ず
な
さ
ん
の
ラ
ブ
リ
ー
なフ

ェ
ル
ト
小
物
』

７月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
ぺ
っ
こ
ぺ
こ
ヒ
グ
マ
』

ニ
ッ
ク・ブ
ラ
ン
ド
作　

あ
べ
弘
士
訳
／
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

『
石
の
卵
』

山
田
英
春
作
／
福
音
館
書
店

『
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
―
伝
説
を
生
ん
だ
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
―
』

岩
﨑
龍
一
作
／
ポ
プ
ラ
社

『
税
理
士
だ
け
が
知
っ
て
い
る
お
金
を
残
す
し
く
み
』

平
澤
元
章
著
／
集
英
社

『
球
童
―
伊
良
部
秀
輝
伝
―
』

田
崎
健
太
著
／
講
談
社

『
鼻
に
挟
み
撃
ち　

他
三
編
』

い
と
う
せ
い
こ
う
著
／
集
英
社

◎おはなし会
かい

▷とき　7月12日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● 絵
え

本
ほん

	 『ペレのあたらしいふく』
● おはなし	 『北

きたばやし

林のたぬき』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫
▷とき　7月26日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● 絵
え

本
ほん

	 『もりのなか』
● おはなし	 『つかまえられたかみなり』

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
があります。

７月の新着図書

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。「
今
年
は
工

作
ど
う
し
よ
う
」と
毎
回
頭
を
悩
ま

せ
る
宿
題
。そ
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば

…
と
い
う
こ
と
で
、今
回
は「
作
る
」

本
を
紹
介
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、大

人
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
よ
。

『
ガ
ム
テ
ー
プ
バッ
グ
の
作
り
方
』

（
中
島
麻
実
著
／
小
学
館
）

針
も
糸
も
使
わ
ず“
貼
っ
て
”バッ

グ
を
作
り
ま
す
。こ
の
本
に
は
、バ
ッ

グ
だ
け
で
な
く
、収
納
ボ
ッ
ク
ス
や

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

『
モ
ー
ル
で
作
る
か
わ
い
い

動
物
マ
ス
コッ
ト
』

　
（
キ
タ
ナ
カ
ア
ツ
シ
著
／Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
版
）

モ
ー
ル
を
曲
げ
て
、ね
じ
っ
て
、巻

き
つ
け
て
…
。す
る
と
、ふ
わ
ふ
わ
な

動
物
が
出
来
上
が
り
ま
す
。年
齢

関
係
な
く
楽
し
め
る
モ
ー
ル
ア
ー
ト

を
紹
介
し
て
い
る
本
で
す
。

『
お
し
花
の
工
作
図
鑑
』

（
岩
藤
し
お
い
作
／
い
か
だ
社
）

基
本
や
保
存
方
法
だ
け
で
な
く
、

お
し
花
に
向
い
て
い
る
草
花
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。花
集
め
が
あ
る
の
で
、

来
年
に
向
け
て
の
参
考
と
し
て
も
。

〈
児
童
書
〉

ところで、パソコンで何をしているんだい？

最近よく聞く話だね。それは信頼できる表示かい？

それならば、安易にクリックしてはいけないね。

放置するのが安全だよ。本当にそのパソコンの状況
を知らせるものとは限らないし、不安にさせて、ソフト
を購入する広告の可能性もある。

パソコンを操作していたら、危険を知らせる警告
表示がでてきました！

わかりません・・・

どうすればいいのですか？

信頼できる情報かを、まず確認ですね！

大和高田市ホームページの「みくちゃん日記」の
更新ですよ。みなさん見てね！

パソコンに突然表示
される警告

教えて！
最新情報

登
録
料
を
請
求
す
る
画
面
が
出
た
。

「
取
消
し
の
際
は
こ
ち
ら
へ
」と
書

か
れ
た
連
絡
先
へ
電
話
し
た
ら
、お

金
を
払
わ
な
い
と
取
消
し
で
き
な
い

と
言
わ
れ
代
金
を
払
っ
て
し
まっ
た
。

あ
ら
か
じ
め
利
用
料
金
や
利
用

規
約
を
明
ら
か
に
せ
ず
、ク
リ
ッ

ク
す
る
と
い
き
な
り「
登
録
完
了
」

な
ど
と
表
示
す
る
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
の
手
口
で
す
。契
約
は
成
立

し
て
お
ら
ず
、支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。業
者
に
は
一
切
連
絡

せ
ず
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。パ
ソ

コ
ン
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
携
帯
電

話
の
個
体
識
別
番
号
か
ら
は
個
人

情
報
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

困
っ
た
時
は
、早
め
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
が
見
え
ま
す
。

道
路
整
備
の
真
っ
最
中
で
す
。

さ
て
、こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

答
え
は
、う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り
リズモーのこのごろ
Life has been busy as always.

Friday, April 18th we celebrated the first day of the Easter break. It is a four day weekend for most people, although the supermarkets and department stores are only closed on Good Friday. Most people enjoy family get-togethers and eating lots of chocolate. Children enjoy a visit from the ‘imaginary’ Easter bunny during Saturday night. Shopping 
Centres have an Easter bunny walking around handing children small Easter eggs. 
Easter also coincides with school holidays.

4月18日の金曜日、イースター休暇一日目をお祝いしました。一般的には、週末の4日間の祝日で、スーパーマーケットや百貨店等は、「聖金曜日」と呼ばれる復活祭前にあたる金曜日は営業しません。家族が集い、一緒に過ごすことがほとんどで、チョコレートをたくさん食べます。子どもたちは、土曜日の夜に、きっといると信じている「イースターバニー」が家にやってくることを心待ちにしています（子どもたちにとってのお楽しみである、イースターバニーが復活祭の象徴ともいえる、たまごを隠していくので、それを探すエッグハントができるから）。ショッピングセンターでは、イースターバニーが施設内を歩き、子どもたちに小さなイースターエッグを配ってくれます。イースターの時期は、学校もお休みになります。

※イースターとは、イエス・キリストの復活を祝い、記念する日のことです。

▲イースターラビットのチョコレートをたくさん買ってきました

▲手作りのイースターラビットの　ケーキです

（英文は、原文のとおりです）
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